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ナショナルかんたん巧暖激きタイプ) 




保証書別添付 こ®たびは、ナシ3ナルかんたんホ暖（敷さ夕^プ）をわ、買、げし V ■こださ、まことにち t ) が^ 

- とつございました。 

•この取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。そのあと保存し、必 
要なとさにお読み<ださい。 

•欄正書は、「お買し化げ日•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店か6お受け取りください。 
• この取扱説明劃ホ、品番 DC - 日7目6、 DC - 1日目己共用になっていまず。共通でない部分は、 （） 
内に巧象品番を表示していまず。ただし、イラストは共通して DC - l 己目5を使用していまず。 


ご使用の前 



使いかた 


お手入れ•保証 




























安全上のご注意 (_ ぶ^ずお守り < ださい） 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを次のよラに説 
明していまず。 

■表示内容を無視して、誤った使い方をしたときに生じる危害巧員害の程度を、次の表おで区分し、説明しています。 


危険 この表示の欄は、所ななま重傷など賴5嫌が切 is して生じるこけ'觸肢欄 


A 警告 この表示の欄は、「死 t または重傷などを負う可能性び想定される」内容でず。 


A 三この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損害のみが発生ずる可能性が想定され 

ZIa / X /^ る」内容でず。 


■お守りいただ<内容の種類を、次の給表示で区分し、説明していまず。 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


OC 


このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 


このよラな絵表示は、必ず実行していただ<「強制」内容でず。 


A 危険 


低温やけどや脱讨<症状をおこずおそれびありまず 


次のような方がお使いのとをは特に注意ずること 



•乳幼児、お年寄り、ご病 
人、自分で溫度調節でさ 
ないち、皮ふ感覚の弱いち 
•眠気を誘ラ薬（睡眠薬、 
かぜ薬など）を服用され 
た方 

•深酒*疲労の激しいち 


とをどを体を動かずな 
ど、注意して使用ずるこ 
と 





ノ 


就寝用暖房器具として使 
用しないことの C -1 己巨己） 

長時間座ったり、就寝用 
暖房器具として使用しな 
いこと （ DC -07 巨 6) 

m ± 

V J 

• DC - 日7巨6はキッチン用とし 
て表面溫度を高めに設定して 
いまず。 

V J 


低温やけどとは 

比較的低い溫度 （4 □む〜目び C ) 
でも、長時間皮ふの同じ個所に 
触れていると、熱い*痛いなど 
の自覚症状がなくてわ、低温皆 
けどのおそれがあ0まず。 
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A 警告 


改造はしないことまた 
修理技術者ながの人は、 
分解したり修理をしない 
こと 

な 

人// 


発火.感電.やけどの原因にな 
0まず。 

• 修理は販売店にご相談くださ 
し、 


電ミ原コード、 m 原プラグ、 
コネクターを破損するよ 
ラなことはしないこと 


傷つけたり、加工し 
た0、高溫部に近づ 
けた0、無理に巧げ 
たり、ねじつたり、 
引っ張ったり、重い 
わのを載せたり、束 
ねたりしないこと 


傷んだまま使用ずると、感電•シ 
ヨート. 火災の原因になりまず。 
•コード. プラグ. コネクターの 
修理は、販売店にご相談くださ 
し、 




コンセントや I 战 i 器具の 
定格を超える使し、方や、 
交流10 0 V 拟夕巧の使用 
はしないこと 



たこ足配線などで、定格を超える 
と、発熱による火災の原因になり 
まず。 


電源プラグのほこりなど 
は定期的にとること 



プラグにほこりなどがたまる 
と、湿気などで絶縁不良となり、 
火災の原因になりまず。電源プ 
ラグをおさ、乾いた巧でふいて 
<ださい。 


電^原プラグや コネクター 
は根元まで確実に差し込 
むこと 



差し込みが不完全でずと、感電 
皆発熱による火災の原因になり 
まず。 

• 傷んだプラグ-ゆるんだコン 
セントは使用しないで<ださ 
し、 


めれた手で、電ミ原プラグ 
やコネクターの 巧を差し 
はしないこと 



感電の原因になりまず。 


ノ 


コネクターにピンやごみ 
を付着させないことま 
た電ミ原プラグをコンセン 
卜に差し込んだ状態で、 
針金などを差し込まない 
こと 

感電•シヨート*発火の原因に 
なりまず。 



発熱体を傷めないこと 



本体にピン皆 
針を突さ刺し 
た0、刃物で 
傷つけたり、 
硬<て重いち 
のをのせた0 
しないこと 


内部のヒーターを傷つけ、火災 • 
感電の原因になりまず。 


乳幼児がコネクターを誤、 
つてなめないよラま意ず 
ること 



感電皆けびの原因になりまず。 



































安全上のご注意 (_ ぶ^ずお守り < ださい） 


A 注意 



コネクターや 操作部に水 
やお茶などをこぼさない 
こ^ V 

-こぶ バ 


翁 



水めれ禁止 

発煙-発火の原因になりまず。 
•万一こぼれたとさは、ただちに 
使用を中止し、販売店などに点 
検を依頼してください。 

スプレー宙などを本体の 
上や近<に置かないこと 


0 

禁止 



日自4 


熱でスプレー宙の圧力が上が 
り、爆発の原因になりまず。 


座布団など保温性のよい 
ものを、長時間同じ場所 
にのせないこと 


Q 

禁止 



熱により、座布団など-床材 • 
本体の変色の原因になりまず。 


定期のに コネクター や操 
作部のほこりを取り除< 
こと 



ほこりがたまると、発火皆発煙 
の原因になりまず。 


犬や猫などのぺットの暖 
房用に使用しないこと 


禁止 



ぺットび本体皆コードを傷め、 
火災の原因になりまず。 


本体に水などをこぼした 
とさは、ずぐにふをとる 
こと 


アイ□ン台として使用し 
たり、他の加熱物を置か 
ないこと 


Q 

禁止 



〇 



本体のおちて面またはラ5面が 
水にめれると、ずべり皆ずく、 
けがの原因になりまず。 


使用しないとをは、電源 
プラグをコンセントか5 
巧 < こと 


熱で本体を傷め、発火の原因に 
な0まず。 


タンス-ピアノなどをの 
せないこと 



熱で、タンス皆ピアノなどの変 
形皆割れの原因になりまず。 


运 



電源プラグ 
を抜く 

掠かないと、絶縁劣化による感 
電や火災の原因になりまず。 


電ミ原プラグを巧くときは、 
コードを持たずにプラグ 
を}寺って巧< こと 

〇 

ベ 

リ 


頭 

跨 

コードを引っ張ると、 
破損し、感電•シヨ- 
の原因にな 0 まず。 

V 

コードび 
-卜•火災 

J 
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安全上のごま意/ご使用の前に 


お願い 


おもて面を内側にして、 

巧り曲げたり巻いたりし 
ないで<ださい 

凹凸や段差のある場所で 
は使わないで<ださい 

禁止又;^/ 

強い電界を出す無線機の 
近<で使用しないで<だ 
さい 

禁止 / 

しわの原因にな 0 まず。 

V J 

故障の原因にな 0 まず。 

故障の原因にな 0 まず。 


コネクターや操作部の上 
にいすの脚]などをのせた 
り、衝撃を加えたりしな 
いで<ださい 脑 

超短波式の電気治療器の 
近<で使用しないで<だ 

故障の原因になりまず。 

故障の原因になりまず。 

V J 


コネクターや操作部に水 
がかかりやずい場所では 
使わないで<ださい 

(§) 



フ媽使用禁止 /‘ 



故障の原因になりまず。 

V 

J 



熱に弱し、巧材には、断熱をしてください 



^かんたん床暖 


つエルト饰販品） 


床材 


断熱をしない 
と、床材の変 
色•変形•割 
れ*ずさ間の 
原因にな0ま 
ず。 


ソファーなど長期間移動せずに置<もの 
は、あて板をして < ださい 



あて板 (lOxlOx 
1 cm )] 枚あたり 
約己0日悟の重さまで 


あて板をしないと、故障の 
原因にな0まず。 






ご使用の前に 



■本体は1 cm 2 あたり己 kg まで載せること 
がでをまず 

• 例えば、己 cmx 己 cm の4本脚テーブルの場合は、 
5 X 5 X 4=100 ( cm 2) 

100 (cm う X 己 ( kg ) =己日日惦まで載せるこ 
とがでさまず。 

• ただし先のとがったちの皆過度に重いちのは載 
せないで < ださい。 



•キャスター付きのいずを使う時は、キャスターの種類 
(ストッパー付き等）によって、本体を傷める恐れが 
あ0まずのでご注意 < ださい。 


■下図のようにパンドをはずした状態で、情」 
目盛で10分程度通電してか5広げてくださ 

し、 （通電方法は、「使いかた」参照） 

• 通電しないで広げたり、おわて面を内側にして折り 
曲げたり巻いたりしまずと、しわび発生ずる原因に 
なりまず。 
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各部のなまえと使いかた 


電源プラグ 

I 


本体 


D D D D 
□ □ □ 




操作部 


□ □□凹 □□□凹 □□□凹 


切入低^^■高 
電源0 温度調節 


National 


〇 

〇 


購入直後やシーズン 
始めは、本体が吸湿 
しており、溫度が低 
めになりまず。3〜4 
曰は、目盛を高めに 
してお使いくださし、 


<1 

\\4 


コネクターを操作部に「カチッ」と音が 
するまで、確実に差し込む 

• コネクターはどち5のち向でち差し込むことがでさまず。 

コードを弓 I さ出ず方向に合わせて選んで<ださい。 

電源プラグを差し込み 

電源つまみを「入」にずる 

•電源ランプ…•点灯 

温度調節つまみで温度を調節する 

使い終わった5、 

電源つまみを「切」にし、電源プラグを抜く 

(電源つまみを「切」にしただけでは、1時間あたり 1.3 Wh の電力量を消費します） 




電源切0忘れ防止機能について 


•通電か5約12時間儀自動的に通動化まり、電源ランプが点滅します。引き続き使用する場合は、電源つま 
みを一度「切」にし、再度にしてください。そのまま使用しない場合は、電源つまみを「切」にしてください。 


•傷を防止ずるために操作部表面に保護シートを貼っていまず。不要な場合は取り除いてください。 

• 購入直後は、においがずることがあ0まずび、ご使用にとちないかなくなっていさまずのでむ配あ0ません。 
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使いかた 
































































知っておいていただをたいこと 


■脚おがつ<ことがありまず 

• 長期間、同じ場所にテーブル皆イスをのせていると、脚形がつ< 
ことがあります。 

特に、重いテーブル判却のとびったイスを置くときは、脚にゴ 
ムしがが)保護具をつけてください。（ゴムの場合は、本体に色移 
0ずることがあ0まず） 

• また脚のとがっていないイスでち、片側の脚に体重をかけるなど 
して使用しないで < ださい。 




□ □ □) 


暖か<な5ないことがありまず 

I 大理石などの石の床皆コンクリートの床などで使用しまずと、床 
面に熱びうばわれ、暖かく感じないことびありまず。 

ストーブなどと併用ずるとさは、本体が暖かくな5ないことがあ 
りまず。必ず本体とストーブなどの間を1 m 政上離してください。 

i 春先や秋口の寒暖差がある時期に、比較的室温が高めで、温度調 
節を低めの目盛でご使用のとさは、本体が暖かくならないことが 
ありまず。温度調節目盛を高めにしてください。 


カビが発生ずることがありまず 

梅雨の時期などに、本体を長期間たたみなどの上に敷いたままに 
しておくと、結露して、カビが発生ずることがありまず。時々、 
日光に当てたり、本体とたたみなどの間に空気を入れるなど湿気 
を防ぐよラにしてください。 



■故障ではありません 

• 通電時、操作部から「カチツ」と音がずることがありまず。 
これは溫度調節機構の音で故障ではあ0ません。 




■ 次のようなことがありまず 

• 使用場所皆天候によってわずかな静電気を感じることがありまず 
が、必 S 日ありません。この静電気は、化繊の衣類を脱ぐときに起 
こるわのと同じでず。 

• 毛足のある敷物の上で使用ずると、歩行につれて本体がずれるこ 
とがあ0まず。 
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使いかた 


























お手入れと収納 


お手入れ 


タオルなどを、薄めた台所用洗剤に暴してしぼり、巧れを 
ふをとるお手入れ後は十分にかわかず 




■劇垃 » 


I 電源プラグを抜いて < ださい。 

I 操作部は、からぶさをして<ださい。 

I コネクターのほこ0は掃除機で取0除いて<ださい。 
I 化学製品をこぼした時はずぐにふさとってください。 
I ク U —ニングはでさません。 


ベンジン-シンナー漂白剤な 
どを使用しないでぐださい 


0 

禁止 


- - 

Z Z 

こ一*'^ 

-- - 

- - 

. — . 

心 

心 ^ 

、 ^ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 

^- - 

、 - ' 

心 

^- ^ 

^—^ 



故障の原因になりまず。 


収納 


〇 

© 


手入れをする 

• 長期間収納ずる時は特に、付着したゴ5や食べ物の汚れび、 
カビ皆虫の発生ずる原因になりまずので、ご注意ください。 

コネクターを取りがす 

• 取り外しボタンを押さえなが5、 

コネクターを矢印備こ弓怯おいてください。 

本体を巻く 

• 巻きにくし順合は、一度通電し暖めてから巻いてください。 





I II II 



操作部 



► 



同個の包獄（ンド 
か、ひちで結ぶ 


(DC-15B5) 



裏返ず 


同捆の包装バンド 
か、ひわで結ぶ 


電源コードで本体を巻かない 
で < ださい 


S) 

禁止 


故障の原因になりまず。 


おもて面を内側にして、巧り曲ブ 
たり巻いたりしないで < ださい 


禁止 


しわの原因になりまず。 


〇 湿気の少ない場所に収納する 
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お手入れ•保証 




















































故障かな口 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめて<ださい。 

これ5の処置をしても直5ない場合もこの表政外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


暖か<な5ない 


at が低い 


調べるところ 


• 電源ランプび点滅していませんか？ 

今電源つまみを一度「切」にし、再度「入」にしてください。 
目ぺージ参照 


コネクターび操作部に確実に差し込まれていまずか？ 

^ コネクターを操作部に「カチッ」と音びずるまで確実に差し込んでく 
ださい。目ページ参照 


I 春先皆秋□の寒暖差がある時期で、室溫が高めで、低めの目盛でお使 
いのとさではあ0ませんか？ 

♦ 溫度調節つまみを高めの目盛でお使い<ださい。 


I 購入直後皆シーズンの始めではあ0ませんか？ 

争本体が吸湿しており、溫度が低めになりまず。3〜4日は目盛を高 
めにしてお使いください。湿気が徐々に取れ、溫度が上がっていき 
まず。 


I 座布団など保温性のよいちのをのせていませんか？ 
♦ のせている物を取0除いて < ださい。 


i 源コード-電源プラグ-コネクターは、とをどを点、横をしてください。 


顯コードの被ふくが傷んでいる 


使用中、電源コード.電源プラ 
グ- コネクターの一 部が熱い 


使用中、電源コードを曲げたり 
伸ばしたりずると、暖かくなつ 
たり、めるくなつたりずる 


電源 コード. 電源プラグ.コネクターが傷んでいまず。 
そのままの状態で使い続けると、感電皆火災の原因になり 
まず。 

♦ 直ちに電源プラグを抜いて、販売店に修理を依頼してくだ 
さい。 


長期間（日年程度）経過したものは、ご使用上支障がなくても安全のため、販売店に点検を依頼してくださし、。 


お手入れ•保証 
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保証とア フターヴー ビス C よくお読みくださの 


修理-お取り扱い • お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けぐださい 

転居や贈答品などでお困りの場合は… 

♦修理は、サービス妄社•販売妄社の「修理ご相談^替口」 へ！ 
♦その他のお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 


■保証書刷謝） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確か 
め、お買い上げの P 続店か6お受け取りください。 
よくお読みのあと、保をしてください。 


保証期間：お買い上げ曰か6本体1年間 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、このかんたん床暖鑛きタイプ）の補 
修用性能部品を、製造打ち切り後6年保有して 
いまず。注）補修用性能部品とは、その製品 
の機能を維持ずるために必要な部品でず。 


9ぺージの表に従ってご確認のあと、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡 
ください。 

>保証期間中は 

DC - 日7目目は、保証書の規定に従ってお買い上げの P 続店 
がイ I 舞！をさせていただきまずので、恐れ入りまずが、製品に 
保証書を添えてご持参ください。 DC -1 日 B 日は、保証書の規 
定に従って、出張修理をさせていただきまず。 

>保証期間を過ぎているときは 

修理ずれば使用できる製品については、ご希望により有料 
で修理させていたださまず。 

>修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されてい 
まず 0 

は、診断-故障個所の修理および部品交換•調 
整 .修理完了時の点検などの作業にかかる 
費用でず。 

は、修理こ使用した部品および補助材料代です。 

は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技 
術者を派遣ずる場合の費用でず。 


技術料 


部品代 


出張料 


DDDDDDDDD 

I DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD □□□□□凹 

DDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDD 

足□□□□目□□も 团 0570 -087-087 
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Help desk for foreign residents in Japan 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays /Sundays / national holidays) 


ご連絡いただきたい内容 

品名 

かんたん巧暖（敷さタイプ） 

品番 

DC - 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


修理を依頼されるとを 


お手入れ•保証 
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因 0570-087-087 
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□ □□□□□□ 


In □ 
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□ □ □日日日日 295-1 
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□ □ DDDDD4DD2-33 
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□ □ □日日日日日 2 日日 10-19 
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□□ □□□□□□□□□ 

□ □ 807 

巧 （086)292-1 162 
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□ □ □□□□□1298 □ □ 

巧 (076)432-8705 
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□ □ DDDDDDD 7600-7 
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DDDD2DD30 
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DDDDDD3DD82 
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DDDDDDDD 1920 -3 
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2D D 17-7 
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□ □ DDDD19DD1DD 
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□ □ DDDDDD 589DD241 

DDDDDDDDDDDD 
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□□□□□□□□□□□ 

20-1 

巧 (075)672-9636 
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DDDDDDDD 404-2 

巧 (0743)59-2770 
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愛情点検 

長年ご使用のかんたん床暖（敷きタイプ）の点検を/ 

の 

こんな症犬は 
ありませんか 

• 通電中に異常な音皆においがずる 
• 電源プラグや操作部が異常に熱くなる 
•とさどさ暖かくな5ない 
• その他の異常皆故障がある 

► 

このよラな症状の時は、故障皆 
事故の防止のため、電源つまみ 
を「切」にし、コンセントから 
電源プラグを抜いて、必ず'販売 
店に点検をご依頼ください。 


便利メモ 

おぼをのため 
記入されると 
便利でず 

お買い上げ曰 

年月日 

品番 

DC - 

販売店名 

巧 （ ) - 

お客様ご相談窓口 

巧 （ ) - 


松下電器産業株式会社リビングサボートシステム事業部 

〒日 39-1 188奈良県大和郡山巿筒井町呂00き地 

© Matsushita Electric Industrial Co.,Ltd. ( 松下電器産業株式会社） 2001 


DC940A-94XI 
M0301 -21C 


仕様 


品 番 

DC -07 B 6 

DC -15 B 5 

定 格 

交流 100 V - 200 W 

交流 1日日V — 4己日 W 

コードの長さ 

2.5 m 

1.己 m 

表面 材 

《3塩化ビニル 

標準寸法 

縦目己 cmx 横] 7 目 cm 

縦 ]2 目 cmx 横 ]7 目 cm 

標準 質量 

3.2 k 呂 

6.0 kg 

標準表面温度 

「高」••••己己む 「中」 ••••38 む 

「高」 ••••47 む 「中」 …•37 む 

《2 

1 時間あたりの 
標準消費電力 量 

「高」 • • 190 Wh 
「中」 • • 120 Wh 

(電源つまみ「切」の時、]. 3 Wh) 

「高」 ••320 Wh 
「中」 ••280 Wh 

(電源つまみ「切」の時、]. 3 Wh ) 


^1^2は日本電機工業会の測定方法に基づしで標華品を測定した値でず。 

室溫2□むたたみの上に広げて熱電対溫度計願赔部に発泡スチ□-ルを置き、その上に荷重をかけ 
た状態）で測定 

^2室溫1日むたたみの上に広げた状態で測定 
^3抗菌加工試験機関：（社）京都微生物研究所 
試験ち法：フィルム密着法 
抗菌ち法：抗菌剤を表面材に練0込み 


Nation と 
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